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昭和 42年度全国高等学校総合体育大会石川 大会

第 18回全 国 高 等 学校
ド ミン トン選 手 権 大 会バ
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昭和42年度全国高等学校総合体育大会

全国高等学校体育連盟 関係競技団体
関係府県 関係教育委員会
文部省 日本体育協会 NHK
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こ あ い さ つ

文 部 大 臣 鯉 木 亨 弘

本日ここに昭和曖年度全国高等学校総合体育大会が開催されるにあたり、ひとこ

とごあいさつを申しあげます。

スポーツを通して体力と健康の基礎をつくりあげ、強固な精神力を養い、また、

美しい友情を育てていくことはきわめて大切なことであると考えます。

このような趣旨のもとに発足した高校総合体育大会が、この福井大会をもつて 5

全国高等学校体育連盟会長

大会会長 田 中 喜 一 郎

昭和42年度全国高等学校総合体育大会夏季大会が関係各位のご協力によつて福井

県をはじめ、富山・ 石川 。新潟。長野・滋賀・和歌山の各県にわたり盛大に開催さ

れますことは、高等学校体育振興のため誠に嬉ばしいことと感謝の言葉 もござい

ません。

申すまでもなく高等学校総合体育大会は、高等学校における平素の体育指導の成

果を全国各地より選ばれた生徒諸君によつて発表する貴重な機会であり、またスポーツを通して互に理解し合

う教育親善の場でもあります。優勝の栄光は貴重なものですが、それに劣らぬ貴いものを経験し、自得しては

しいとわれわれは常に念願しているのであります。すなわち、生徒諸君は高体連の理想とする力と技と明朗な

精神という三大目標を身をもつて示していただきたいと思います。

なお本大会の開催に至るまでに払われた地元の方々及び関係諸団体の方々の多大なご後援、ご指導に対し衷

心より感謝の意を表しますと共に、各地方の予選より本大会に至るまで、日夜、生徒の指導、訓練に献身的な

ご尽力をいただきました諸先生に心から敬意を表する次第であります。

終りに大会の成功のため一層のご協力、ご支援をお願いしてごあいさつといたします。

3

年目を迎え、ますます盛大となり、わが国高校体育の健全な発展に寄与しておりますことは誠によるこばしい

次第であります。

皆さんは全国高等学校の生徒の中から選ばれ、母校の期待をになつてこの大会に参加されたのであります。

どうかスギーツマンシップにのつとり正々堂々と競技を行ない、日ごろ鍛えた力とわぎを余すところなく発揮

して、 りつばな成果をおさめられますよう希望します。

終りに臨み、主催者側各位のおはねおりに対し深く故意を表し、あわせて今大会の成功をお祈りしてお祝い

のことばといたします。

,
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競技はなカリ……。この力を十分に発揮するために技が必要である。

磨かれた技 ,それを包む明朗な精神こそ学徒スポーツであり,自体連の象徴

でありたい。

三つのKは

Kraft(力 ) Kunst(技 ) Klarheit(明 朗なる精神)の意味をもちそ
の色彩は若人の熱情を示している。
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高 松 宮 。同 妃 賜 杯

昭和曖年度全国高等学校総合体育大会

第 18回バ ドミントン選手権大会

(高松官杯)

主  催  全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟
日 本 パ ド

石  り|: 県
金  沢 市

主   管 石 川 県 高 等 学 校 体 育 連 盟
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全国高等学校体育連盟会長杯
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(男 子 )
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(女 子 )
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挨   拶

日 本 バ ド ミ ン ト ン協 会 々 長

全国高校パ ドミントン選手権大会名誉会長

本  田  弘  敏
第18回全国高等学校総合体育大会パ ドミントン選手権大会がここ北陸の地金沢市

において開催されることとなり、全日各都道府県から若さと希望に満ち温れた高校

生諸君の姿に接することは、私の最も欣快とするところでります。

参加選手諸君には、この大会が次期 トマス杯、およびコー′`一杯のメンパーにな

りうる絶好のチヤンスであることを銘記して日頃錬磨した技術を如何なく発揮されることを熱望いたします。

幸に地元石川県協会では過去第 2回国民体育大会、第 3回全日本大会、第 5回全国高校大会 (1954年)の三

大大会を開催した経験がありますのでその運営については、申し分ないものと思われますので選手諸君には郷

土と母校の栄誉のため奮斗されることを祈ってやみません。

挨   拶
石川県パ ト・ミントン協会々長

官 下 与 吉

全国の精鋭が集う第18回全日本高等学校パドミントン選手権大会がこの度石川県

で開催されるにあたり、地元 石川県パ ドミントン協会長としてごあいさっ申しあ

げます。

今大会に出場するのは各県代表、男女合わせて百数十校。いずれも激しい予選を

勝ち抜いてきた強豪ばかり。高校パ ドミントン選手にとつてインター′ヽイ出場こそ

最大の目標あるはずです。勝敗は別としてまず参加することができた各チームに敬意を表するのは 当然で し

よう。

石川県とパ ドミントンの結びつきは深く、インター′ヽイの石川県開催は第5回大会に続いて2度 目になります。

過去 2度にわたる優勝、自体の教員の部で 7回出場して 5回優勝という輝しい威績をもつて県民も ″バドミン

トン石川″の名を誇りにしています。

それだけに深い関心を今大会に寄せて、みなさんの活躍を見守っています。郷土と母校の名誉を背負って健闘

する一方、高校生らしいスポーツマン精神を発揮されんことを期待し、全国大会の名に恥じない内容ある大会

を願ってやみません。
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あ い さ つ

石 川 県 知 事 中 西 陽 一

ここ北陸路に各都道府県代表 (10∞余名)の選手の皆さんをお迎えして、昭和

42年度全国高等学校総合体育大会 第18回全日本高等学校パ ドミントン選手権大

会が開催されるはこびになりましたことを、石川県 100万県民とともに、心から

お喜び申しあげます。

本大会は次の世代を背負う全国の高校生力ヽ 明朗な精神と日ごろ鍛えた力とわ

ざを発揮する最も権威ある体育祭典であります。

どうか選手諸君

日頃練磨された技量とスポーツマシップをいかんなく発揮されて、若い世代の限りない前進のおヽしい姿を

示すともに母校の期待と声援にこたえられるよう望んでやみません。

最後にはるばる全国各地から参加された皆さんに心からの故意を表するとともに、皆さんのご健斗と本大会

の成功をお祈り申しあげて、ごあいさつといたします。

あ もヽ さ つ

第42Fl全国高年学校総合体育大会が北陸の地に開催されるに当り、′くドミント

ンの競技が当金沢市において挙行されますことを光栄に存し、本大会に参加され

る選手諸君、ならびに関係者に対し、心からの敬意と歓迎の意を表します。

日頃えた力量を十分に発揮され、最善をつくして、勝つておごらず、負けてく

やまず、明るく、たくましい青年の本領を発揮していただきたいと存じます。

遠路はるばる御来沢の機会に、伝統ある森の都金沢の情緒も味わっていただければ幸いに存じます。

諸君の健斗を祈って歓迎のことばといたします。
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あ い さ つ

石川県教育長 任   田  秀  雄

昭和々年度全国総合体育大会 第18回全国高等学校パ ドミントン選手権大会が

本県で開催される運びとなりましたことは、地元開催県にとりまして、このうえ

ないよろこびであります。

晴れてご出場の全国都道府県代表12〔X有余の諸君が全力をふるって展開される

若き力と躍動の美は、さぞかし100万県民を魅了することでしよう。

どうか選手のみなさん、日ごろ、錬磨された力と技を正々堂々と存分に発揮され、しかも高校生らしくすべ

てをフエアプレーに徹し、母校の期待こたえて敢斗されるよう念願してやみません。

なお、本大会の開催にあたり、終始絶大なご尽力をいただきました関係各位のなみなみならぬご厚情に対し、

心から敬意と感謝の意を表してごあいさつといたします。

あ い さ つ

石川県高等学校体育連盟会長

藤  井  澄 ,C

全国各地から、多数の精鋭を迎えて昭和42年度全国高等学校総合体育大

会 第 8回全日本高等学校メ ドミントン選手権大会を本県においてするこ

とのできましたことは、まことにご同慶にたえ
=せ
ん。

ご来県の皆様を心から歓迎申しあげます。

出場選手は真に高校生らしい態度で、日頃鍛えられた成果をしゆうぶん

に発揮され、スポーツの栄光と母校の名誉のために、最善の努力を尽くす

よう期待して止みません
°

本大会が参加選手の真摯な敢闘と競技役員その他関係者のご協により、高体連の 3Kマ ークによって象徴さ

れる「力」と「技」と「明朗な精神」がフエアな試合の場に遺憾なく発揚され、有終の美をおさめるよう願う

ものであります。

終りに、本大会開催にあたり、全国各地から寄せられましたご厚情に対し深く敬意を表するとともに、大会

準備にご尽力くださいました関係各位にあつくお礼を申しあげる次第であります。
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大 会 順 序

開  会  式  (8月 7日 午後5時)  於 石 りII県 体 育 舘

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

開 式 通 告

選 手 入 場

開 会 宣 言

国 旗 ,大会旗掲揚
賜杯並に優勝杯返還

V

拶

拶

詞

ば

挨

挨

　

と

長

長
　
　
こ

会

会
　
　
の

会

協
　
　
迎

大

県

祝

歓

石川県パ ドミントン協会長

石 川 県 知 事

金 沢 市 長

宮 下 与 吉

中 西 陽 一

徳 田 与 吉 郎

選 手 代 表 宣 言

呈

告

贈

通

状

武

謝

‥

感

閉

,兄 技

(8月 8日午前8時30分 より)

(8月 9日 午前8時30分 )

(8月 10日午前9時 )

表 彰 式

(8月 11日 午前8時30分 )

(8月 12日午前8時30分 )

(3月 13日午前9時 )

閉  会  式  (8月 13日 午後13時) 於 第 1会 場

開 式 通 告

役員選手入場

成 績 発 表

表    彰
大会会長挨拶

国旗,高体連旗,大会旗降納

第1,2,3,会場 (団体1,2回戦)
第1,2会 場  (団体3,4回戦)
第 1会 場   (団体準決 ,決勝)
3時 よ り
第1,2,3会 場 (個人複1～5回戦)
第1,2,3会 場 (個人単1～ 5回戦)
第 1会 場   (個人単 ,複 ,準決勝)

日

日
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滝

福

前

松

額

福

矢

井

中

成

鶴

中

山

奥

多

小

西

高

二
伊

梶

敏

刊

敏

郎

勉

彦

寿

雄

吉

期

弥

鎮

次

蔵

『

夫

雄

明

吉

泰

文

一
抑

作

秋

け

熱

申

舞

忍

静

庫

洋

摯

脚

〔

政 一
脚

脚

脚

悧

鰤

脚

忠

健

赫

実

肇

昇

肇

舞

』

』

呻

］

［

一

曇
一い
　
　
弘
喜
兼
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西
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藤
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又
重
康
元
義
信
勝
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賢
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一
八
俊
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日本バ ドミントン協会会長

全国高等学校体育連盟会長
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石 川 県 教 育 長
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石川県高等学校体育連盟会長
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川 県 体 育 協 会 長
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石川県高等学校体育連盟′` 卜・ミントン部長  古
石 川 県パ ド゛ ン トン協 会 理 事 長  中
石 川 県 高等学 校 体 育連 盟 理 事 長  大

五十嵐 正

日本パ ドミントン協会常任委員
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式 典 委 員

会 計 委 員
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男・子 個 人 ダ ブ ル ス (91チーム)

滝 野・ 植 田 (奈 良・ 正 強)
広 木・ 高 橋 (神奈川 。関東六浦)
森・ 梶 原 (大 分・ 日田林工)
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木 村。今 井 (群 馬・ 前橋商)
田0小 島 (新 潟・ 新潟竜)
崎・ 松 岡 (北海道北・ )通万活
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野・ 岩 淵 (山形・ 山形日大)
田・ 宣志富 (沖 縄・ 都覇裔)
井田0吉 岡 (徳 島・ 日和佐)
鳥・ 鈴 木 (神奈川・ 慶応義塾)

1 見・ 大和田 (東 京 0聖学院)
今 ・ ― 戸 (青 森・ 黒 石)

塚・ 田 口 (栃 木・石 橋)
田・ 井 上 (兵 庫・ 甲 南)
谷・ 金 野 (岩 手。千 燿)
井・ 加 藤 (静 鋼・ 吉原工)
田・ 中 里 (北海道南・ 札幌ェ)
生・ 平 野 (福 岡・ 門司北)
山・ 吉 岡 (高 知・ 須 崎)
島・ 米 国 (富 山。富山商)
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小 林・ 山 田‐(長 野・ 散訪清陵
山 口・ 山 口 (ヽ群 馬・ 桐生商)
竹 原・ 宮 脇 (鹿児島・ 鹿児島)
松 田・ 三 野 (香 川・ 高松商)
山 由・ 村 田 (滋 賀・ 彦根工)
熊取屋・ 寺 村 (大 阪・ 佐野工)
津波古。王 城 (沖.縄 0首 里)
黒 田・ 村 中 (石 メ||。 金 沢)
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・ 榎 田 (兵 庫・ 甲
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0 角  (島 楔・ 松江商)
和 田。杉 本 (高 知0小 津)
伊 藤・米 り||(二重・ 四日市工)
野・沢・福 井 (青 森・ 青森商)
畑 0田 島 (富 山・ 富山商)
安 田0三 浦 (千 葉・木更津)
阿部・ 斉藤 (北海道商0岩見沢西)

伊 師・ 渡 部 (福 島・ 若松商)
若 松・ 森 本(岡山・玉野市立備南)
´本 田・ 加 藤(熊本・ 熊本商大鮒属

西 野・ 山 内 (福井・ 勝山精華)
入 倉。前 島 (山 梨・ 甲府工)
阿 川 0日 高 (徳 島・ 富岡東)
後 藤・ 岩 田 (岐 阜・ 岐阜東)
藤 吉“倉 八 (福 岡・ 明善定)

武 田・ 前 田 (滋賀´長浜商工)H.t dr (^t. EEfif)

際 田厚・ 藤田裕 (愛媛。新居浜西)
本 0竹 内 (和歌山・新 官)
村・ 櫛 田 (愛 知・ 名電工)
戸・  林  (福 井・ 藤 島)
田・ 塩 飽 (岡 山・ 倉敷工)
津・ 伊 藤 (熊 本 0熊 本)
島・ 光 本 (鳥 取・ 倉吉工)
野・ 萩 原 (埼 玉・ 小松原)
丸・ 浜 谷 (石川。金沢市工)
平・ 殿
・
園 (鹿児島・りll 内)

野・ 佐 藤 (宮 城・ 仙台商)
茂・ 倉 '日 (二 重・ 伊勢工)
田・ 力l律お (香 り||・ 高松商)
本。宮 崎 (奈 良・ ― 条)
田・ 吉 りll(長野・ 敏訪清陵)
山 0本 庄 (島 根・ 松江商)
好・ 在 原 (千 葉・ 木更津)
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城谷o 松 野 (長 崎・ 繊 浦)
旱 崎・ 岸 (愛 知・ 名電工)
、竹 内・ 道.野 (東 京・ 麻 布)
山 田・ 富 樫 (北海道北・ 羽幌)
木、村・ 沢 井 (秋田・ 秋田市立)
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・ 字佐美 (福 井0勝 山)
松 尾・  岡 (二 重・ 字治山田)
小原・ 古 本 (神奈川・ 横浜女商)
石 垣・ 管 井 C城・ 軍釉吉田)
桝 田・ 田 中 (徳 島●日和佐)
森 ・ 香 林 (石 川ヽ・ 津 幡)
江 崎0松 林 (熊 本・ 九州女)

(群 馬・ ・境 )

(広島・ 福山華陽)

(秋 田・ 敬 愛)
(香川・ 善通寺―)

(滋 賀 0彦根商)
(鹿児島・ 川 内)
(福 岡・ 門司商)
(新 潟 0青 陵)
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佐 藤

岡 田
柴 田

竹 森

辻 田

西 園
岡 村

近 藤

山 口
柴 田

木戸口

島 森

谷 脇・ 山 仙 (高 カ

谷浦・ 高 田 (北海道・
我那覇・ 新 里 (沖 縄
渡 辺 0風 間 (山 口
ご 元・中村 (静 岡
桶作(鈴)・ 渡辺 (石 川

形

根

山

島

崎

江

柿

船

都

玉
僚
∝
浅

田

湯

細

Ｄ

一山
、自

柴

伊

山

沢

篠

有

原

倉

梶

吉

島

川

田

安

岡

田
藉

良奈

官

高

藤

見

非

工

鶴

藤

′

′

´ 6

´

2

0

燦
1■

●

「

、

`″

2

4

■′
~
0

鷲

小

畑

照

田

藤

田

田栄

松

安

沢

真

２
●

黒 崎・ 井
ユ

2ユ

ι´

0 2

ク

θ

′″

9

2

2

と

ユ 2

′
´L

尾 (鳥

椋 (岐

野 (愛

屋 (沖

藤 (福

上 (東

毛 (栃

本 (奈

生 (山

平 (富

島 (大

田 (岩

取・ 倉吉西)

阜・ 富田女)

媛・ 松山東)

縄・ 那覇商)

島・ 若松一)

京・ 淑 徳)

木・ 真岡女)

良・ 天 理)

口・ 下関南)

山・ 高岡女)

分 0扇 城)

手・ 盛岡市)

松江商リ

高崎女)

′

田・ 佐0

山 内・ 吉

櫛

吉

土

裕

小

波

田

田

沢

萩

松

谷

越

玉

藤

田

野

垣

里

山

島

墓

児

須

山

北

稲

中

平

中

田

田

岡

山

井

原

井

田

良

酒

池

０

′

″

″

ｌ

ヽ
グ

多

0
藤

場

藤

下

橋

倉

子

川

口

川

村

島

佐

馬

谷

山

大

小

金

堀

樋

中

寺

鹿

′

●

υ

′

0

2

0 村・ 森 下 (高 知0高知西)
作(明)・鉄矢 (石 ,‖・ 藤 花)
古 屋・ 石 り:|(山梨・ 甲府第二)

(兵庫・ 神戸野田)

(岡 山・ 山陽女)
(青森・ 弘前聖愛)
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笠井

岩下

清水

和田

木村

森

厚地

村中

涌井

松本

森重

好美

明生

保

治

敬次

裁美
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猛

保夫

久夫

義則
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岡・ 富 .士)
川・ 緑 ケ1丘 )

井 e勝山鶴F)
知・ 高知′」簿 )

田・ 秋田市立)

分 0日 田林工)

山・ 那  費)
川 Q金  沢)
形・ 真 室 川)

木・ 作新学院)

島 福ヽ山電波)

(北 海 道・ 江  別)
(山  口・ 柳井商工)
(富  山・ 富 山 商)
(二  重・ 宮  川)
(兵  庫・ 甲  南)
(東  京・ 聖 学 院)
(長  崎。長 崎 東)
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女子個人シングルス (94名 )

ユ 中 悦子
谷川貴子

久ヽ見加代°
|

」 =田 真理
ノ町広子

田.明子
田 栄子
野美知子

木内 玉美 (大 津・ 滋 賀)
土生 由子 (下関南・ 山 口)
竹森 経子 (善通寺・ 香 川)
萩 フサ子 (扇 城・ 大 分)
山本由紀子 (川□女・ 埼 玉)
佐藤 節子 (高 萩・ 茨 城)
志田美恵子 (第二女・ 官 城)
金沢冨美子(旭川日大・ 北海道

相沢マチ子 (新潟青陵・ 新潟)

柿本 房子 (一 条・ 奈 良)
安藤久美子 (富田女・ 岐 阜)

菊地 信子 (敬 愛・ 秋 田)
′沖林より子 (字治山田・ 二重)
_ン
 福井 秀代 (金沢商・ 石 川)
田仲美津江 (真岡女・ 栃 木)

_ノ 山岡 節子 (土 佐・ 高 知)
楠木 歳意 (大 成 0和歌山)
・
志村美智子 (那覇商・ 沖 縄)
藤村洋子 (盛岡白百合・ 着手)

鹿島 初江 (木更津東 0千葉)
永井むつみ (成安女 0京 都)
有沢 倫子 (倉吉西・ 鳥 取)
沢田久美子 (武 生・ 福 井)

(若松一商・ 福島)

(隠 岐・ 島 根)
(門司商 0福 岡)
(南葛飾・ 東 京)
(松山東・ 愛 媛)
(東大阪・ 大 阪)
(富士見 0静 岡)

′

__F6 ′

17
う

`■
ユ

′

ユ

(金沢二水・ 石川)

(甲府湯田・ 山梨)

(富岡東・ 徳 島)
(福山葦陽 0広島)

(鹿児島・ 鹿児島)

(吉 原・ 静 岡)

(東大阪・ 大 阪)
(羽 幌・ 北海道)
(長崎商・ 長 崎)
(平 商・ 福 島)
(湘 南・ 神奈川)
(長野西 0長 野)

, ′

3

,

′

,

ユ

2

≧

,

沙

0

2 0

●

ユ ′

′

ユ

0

=ン

―●

2

)一

, 兵働小夜子

成田よし子

永海 照子
沖本貴美代

最上 君栄
沢田 静子
平山 泰子
影山 晴モ

2

2

““

,

・
・ |~
,

ユ

~~~~⊃
′

/

~¬

ヽ

_0

41

」レ

●

田江美子

田恵美子

田とし子

中川 淑子
藤原 澄子
田 令子
原真生子

重子

高橋 てる
水野小夜子

須藤 ネL子
恵子

野 洋子
祥

墓越 淳子

千恵子

知子

高橋 孝子
真栄田房子

長都察代子

島森 京子
作 鈴子

岡  栄子

(高蔵女商・ 愛知)

(松江商・ 島 根)
(明 善・ 福 岡)
(松山南・ 愛 媛)
(桐生商・ 群 馬)
(城北女・ 山 形)
(二階堂。東 京)
(聖 愛・ 青 森)
(高岡商・ 富 山)
(熊本市・ 熊 本)
(山陽女・ 岡 山)
(神戸野田 0兵庫)

(盛岡市・ 岩 手)
(を通寺・ 香 川)
(彦根西 0滋 賀)
(富田女・ 岐 ‐阜)

(那覇商・ 沖 縄)
(川越女 0埼 玉)
(木更津東・ 千葉)

(藤 花・ 石 川)
(新 宮・ 和歌山)
(倉吉西。鳥 取)
(新潟中央・ 新潟)

2

′

9

1

タ

′
ヘ

“

′
● 島
茂
エ

，
０

2

と

′
81

θ

′

,

＾
ν

2

′ス
）
０

′
′

2

0し

枝 加代子 (真岡女・ 栃 木)
谷脇 りえ (土佐女・ 高 知)
桑 啓子 (一 条・ 奈 良)
住江 (昭和女・ 大 分)
本真理子 (第二女・ 宮 :城)

松田 文子 (下関南・ 山 口)
谷藤のり子 (敬 愛・ 秋 田)
山口すみよ (宇治山田0二重)

田 悦子 (成安女・ 京 都)
山口佳子

美子 (

(勝

札幌北斗・ 北海道)

山・ 福 井)

森  正子 (結城第二・ 茨城)

山内 幸子

0

′

″ 不 (信愛女・ 熊 本)
(聖 愛・ 青 森)
(甲府湯田0山梨)

那弥生ケ丘 。長野)

未,iみどり ( 境 0群 馬)
山田陽子 (札幌静修・ 北海道)

馬場 恭子 (福山葦腸・ 広島)
高山 悦子 (鹿児島・ 鹿児島)
沼田真理子 (神戸野田・ 兵庫)

佐藤 繁子 (鶴岡家政・ 山形)
野田 拓子 (日和佐・ 徳 島)
石川たけ子 (伊勢原・ 神奈川)

岩田 定子 (山働女・ 岡 山)
谷沢三輸子 (高岡女商・ 富山)

増田 初子 (高蔵女商・ 愛知)
柿本彰 子 (活 水・ 長 崎)

と

ユ 2

_0

θ

2

.2

2 コレ

ユ

0

0
0

′

と

′

′

２

0

２

２

′

2_

ユ

″
0

´ ,

1

●

ル

2

2 薫

2

●

。   
・ 1泉

ユ

′

′

′

ル

0
ｎ

υ

一伊藤紀代子
ル

2



第 18
全国高等学校バドミントン選手権大会

YoM.ミセキネット
第
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日
― 以来検定合格、本大会使用ネット

いつも安心して使用出来るネツトです
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良男
学

丸
本
石
野

高橋 正明

鮮 芦 9岡
本 純輝 3書 内 博孝③ 渡部 勝重 3

藤田 厚志 3 藤田 裕二 6

徳 島

1日

和 佐 高

1富 岡 東 高

| .  .1:I

高 松 商 業

高 松 第 一 高

井日誠一③ 吉岡
摩 耕介 2 大久

隆.●
イRf「劇
`2

田
川

一掲

出
，

向
戸

阿

山ス
）
（
‘

二
治
公
政

■
「
5

川 憲司 3 日高  優 3

10

12

13

1広

|

六雄
一夫

装文

紀夫

小日 忠庸
三野 修二 ~2‐  liご   

・

森  茂美③ 森重 義則③ 松原
大西 秀則 3 三好 清人3

11 本田 賢二 3

11       ‐・    .  ―  11 2   ‐: 'ヽ |.5 . ・  . 5

岡 山1 備  南  高  三木 福一 1 6

113 日頭  `,卜 ,

若松  進④ 森本 一郎○ 山下 正明 4 鶴沢
平田喜久夫 5 竹元 茂利 3

島1 福 山 電波工業 1斉藤 宏司

1 福 山 葦 陽 高 1坂本  博

.          |        |  |

倉 敷 工 業 高 1小原 健吾 1 21 森田
`■

3 11'包   夕
'3

島 根1松 江 商 業 1 福島 拓美① 角  邦正③ 米山
山本 真司 1 福田 逸郎 1 塚本

茂  ア 茂③ 本庄 光男③
晋 1

14

中山

4'ffirt-EB I s
Ir& ffil2

高
　
業

巧
　
Ｌ

取
　
士
ロ

鳥
　
倉

Ｒ鳥
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③ 桑田
2
3光 本

隆志③ 岡村 洋次 3 官部 秀1言 3

勇 3

沖 組

V

.香 り||

■ 3

‐一
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ο. 県名 校 名
監督、コー
チ、マ
ジャー
ネー
名

選 手 名

国

洋

二

靖

明

憲浜

田

解

田

宮

藤

和

南甲 島田 真一③ 今北 基達②
済  賢敏 3 榎田 省悟②

誠治① 井上 史郎①
信行 2

内

部

寺

阿

一
男
二

彦

浩

研
義
俊

三

木
家

橋

野

岸
青
尾

石

天

佐 野 工 業 高

茨 木 工 業 高

山  本  高

熊取屋 勉③ 寺村  俊③ 清水 和機 3 山本 雄二 3
西野  勝 3 榎谷 徳広 2 佐藤 良明 2

酒井  勉 3
喜多 利行 2 小林 誠-1

――」
歌和 5邦

庭

隆

嘉藤

尾

村

口

伊

荒

中

出

新  宮  高 |

那  賀  高
御 坊 商 エ

本
　
　
地

本

榎

仲

厚

坂

勝③ 竹内
義和 2

豊③ 滝本 清二 2 城内 史郎 2

修 3

拡 3 北亦 茂規 3

1奈 良 一高
　
　
　
一・同

條

　

　

強

業

高

高

商

訴

東

都京

鴨

洛

行
之
彦
　
章

良
秀
安

允

彦

弘

康

安

幸

1 阪本 徳司③ 宮崎  博③ 小林 正明 3 葛輪 博-3

1 中島 真-2 田畑 栄-2 永田 善文 2

1 滝野 公-3 植田  寛 5

道夫③ 磯谷  修 3 中り|1  治 3 小倉  謙 2

大織 健司 3
藤井 修二 3

19

正

一
紫

―
―

■
到
Ｔ
者
Ｉ
示

坂

上

槻

来

坂

大

博

一
哲

新

田

瀬

田

内

林

奥

蟹

松

山

滋 賀1 彦 根 工 業 1辻  広之

21

北村 邦男
高 1辻  正夫
工 1堀江  泉
高 .国領 通則

水谷 貞夫

商

川

津

浜

登

草

長

能

|_
|二 市 伊 勢 工 業

四 日 市 工 業

宇治 山田商業

宮  りll 高

田

中

安

田

矩

雄

明

忠

久

昌

恒夫

田

村

尾

田

永

村

木

平

武

福

定

人

夫

保

広

敏

伸蔵③ 山口 幸造③ 小野 耕作 3 佐藤 博司 3
清水 敏美 6 森野  峰 3

前田 光好 2

伊藤

小林

伊藤

二見

小林

文典 3

正治 6

彰 3

正夫 3

信行 6

ス
）

，
一　
一●

進

平

明

良

芳

間

田

川

笠

奥

米

加茂 正二③ 倉田 好夫③
松田 宗-2

1愛 知
231

|

中野 正紀

中島 鎮也
上野  忠
大沢  学

大村 真司③ 櫛田 信夫③ 早崎 国一③ 岸
稲垣 清-2 寺倉 道雄 2 富田 清仁 2

道寿③

笠井 好美③ 笠井 教行③ 大石 恵司 3 矢部 晴道 3
古郡 文博 2植 田 政良 2 後藤 政博 2

ア

岡 富  士  高

2

吉 原 工 業 中田 稔 1 21 浅井 良伸 5 加藤 芳和 3

1岐 阜1岐 阜 東 高
25

博
男
美
光
正

村
口
山

野
樋
亀

堀

岩田

真満③ 森田  修③ 野田 健二 3 後藤 路広②
昇② 足立 守男 2 川浦 正春 1

勝 山 精 華 高 1宇田 敏一 151情 水

1景葬費型|1広田

1畑  忠雄 1 21 神戸

保④ 山沢 謙二 4 西野 栄一④ 山内  静④
和光 3

照 2林   博 6

26

島

山 高 岡 商 業 1善光  弘 17
1江尻 兼三 十
1谷岡 輝男 |

富 山 商 業 1不破  裕 14

牧野 光男③ 荻野 晴夫 3二上 敏博 2 京田 和男 2
東  光雄 2 宮林 照男 2 川瀬 次郎 1
松島  保 3 米日  実 3 畑  栄進 3 日島

=一
正 3

●

37

1人
員

|

1大

阪

|

20

―

―
―

―
一

2

―

」

「
―
―
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新

28

チ、マ
ジャー

大竹 紘一
小田 武夫
星  誠治
大星 俊一
二十嵐邦弥

名 ,基: 手 名

奥田 良秋③ 中村  厚③ 吉井 光二 3 長井 昭夫 3
曇  章-3 新津  始 2 土田  隆 2

坂田志津夫 5 小島 博敏 3
鷲尾 正-3

新 潟 商 業潟

新 潟 南 高

新 発 田 商 エ

2

1長 野1諏 訪 清 陵 高 岩下 光雄 小林 紀雄③ 山田  守③ 堀ロ
藤森 健一③ 花岡 秀範 3

新③ 吉川  修③

入倉 善男③ 三浦 利明③ 前島 敏夫③ 望月 七郎 3
石原 正司 3 浅力I  仁 2 新津  昇 2

志村 二年 3 沢井 正洋 3
窪田 光男 3

29

山 梨
1甲
|

|

|[|

1第

府 工 業

力1  高
― 商 業

一一　
〓ハ
一
重
一一
沢
一
中

内藤 憲二
小沢  寛

関東学院六浦高1神奈川

31 高

高

高

塾
賀
妊

義
　
　
詳

応

須

漏

慶

横

横

麻  布  高

夫
登
夫
磨

正
　
和
格

現騒斯柳
風巻 義章
相川 政行

雅夫 2

秀和 3

正幸 3

明生

杉崎 善行 3 広木 俊―② 高橋
植村 耕-2小 宮
鈴木 英夫 3

清② 伊藤 秀司 2
晃 1天笠

水|:

大島 一郎 | ア 高瀬 徹夫① 浅見 初男② 大和国盛久② 石橋 雄-2
森 卯二郎 1 根岸  茂 1 頼母木高弘 1

竹内 秀樹 2 道野 泰広 2

田 `‐党司

安楽 末夫 2

日中 正見O 増田 隆-3 星野
浅井 武志 2 野島 一郎 2 篠崎

．も
ヽ

二

宗
一
脚

６

２

一
徳

男

一
康

一

2 今井 茂満 3 三鬼  隆 2

石垣 敏
萩原 秀
清水

萎沢 太市

一局
　
　
　
一局

原
　
　
　
西

松
　
　
　
和

小

　

　

健

玉埼

“

栃 木 作 新 学:院 高 近藤
菅谷

小倉

絹川

満

正克

啓良

寧

引

高

業工

橋

宮都

石

宇

松本 久夫③ 荒力1 義雄 6 小野塁喜八 3 荒川
条原  修 1 川上 岩雄 1 大塚 明彦 1

寺塚 英男 3 日日 正規 2
霜山  清 3 広瀬 誠-3

孝 3

“

群 馬 前 橋 商 業 木
橋
鈴
高

内藤

福田

山口

¬

篠 田

桐生市立 商業 1西巻 育

夫
豊
薫
　
夫

木村  博③ 今井 勇司③ 順藤 正次 3 五十嵐 健 6
信沢 利-3 高橋  保 2 貝瀬 真-2

山口富士夫 3 山口 光男 2

安田 好男③ 在原 和夫③ 渡辺 一男 5 本吉 孝-6

三光 光男② 安田 正一② 三股 幸雄 2

葉
|

|

|

千 更  津  高

“

島
1福

夕
|

|

|

若 松 商 業 中島
伊師 幹雄③ 渡部美佐雄③ 木田  治③ 佐竹

平山 恒雄 3 猪股 純-5 国分 洋佑 3

ア
茂③

1山 形

“

|

日本大学山形高

真 室 りll 高 =ifi E{t

1桔梗 喜一 1 71 丹野 安雄③ 岩淵 豊治③ 大江
1筆蒋 嚢生|| 1遠藤 好男 2田所 光男 2伊藤

礼謹① 加藤 康夫①
政巨 2

11 涌井 保夫 3

秋 田 市 立 高

大島

村

井

　

沢

木

上

　

石

三
司

一　
助

籠
肱
義

代三

敬次③ 沢井 広樹③ 長谷部和雄 3 田松 敏夫 3
英道 2 越後谷重春 2 近江 隆夫 2

清 3 田中 重孝 3秋 田 工 業

日

"

V

ー

V
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|
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ο. 県名 校 名 チ、
ジャ

二コ
■
↑
ヽ
マ

一
治
紘
良

昇
人
嗣
　
男

正
正
　
貞

木々
並
嶋
　
橋

佐
山
八
　
高

人 手 名

狩野 光司③ 佐藤 則夫③ 及川 憲一③ 鈴木 善正③
柳川世紀男 3 須田 紀行 3 川村 秀男

`
昇 2

仙 台 商 業

“ 門間 幹夫③ 山田 哲夫
管野 正男 2 虻江  透

山

木

村

鈴

誠 3小 関
稔 1

陪
―
―
―
―

手 東  和  高
|

武信原 田

千  厩  高
盛 岡 第 一 高

男

郎

公

史

薄衣 久明③ 佐藤 雄二③ 瀬川 寿男 3 藤原
中江 俊哲 2 及川 雄司 2

熊谷 正-3 金野 裕一
西川 佳夫 3

博 3

1青 森1黒 石  高 有
助
元

二

司

勝
光
喜

健

和

苗
野
　
内

川

蒔
藤
盛

山

市

今  正光③ 一戸 直幸③ 小野 泰典 3 加賀谷一博 3
山崎 達郎 2 工藤 徳市 2 加藤 秀衛 2

野沢  隆 3 福井 修治 3
工岡 洋三 3

悦夫 3 岡本  伝 3 斉藤 悦雄 2
英二 2 中瀬 幸記 2

昭 3

均 3

秀夫③ 山本 秀夫③ 流  裕一③ 松本 広行③
準一① 吉本外志弘 3浜谷 安裕②

黒田  博③ 村中  猛③ 泉  光男 3
宮崎 重勝 3 矢田 静雄 2 武佐 実蔵 2

佐成屋 寛 3

1北海道1 江

|(南)|

り1 高 出淵 精吾 .

古り|1 孝行 |

小林 健児

神山 豊行  2
三沢 紀之  2

井

沢

今

樺

③

２

男

雄

敏

孝

木村

多田

里

藤

中

斉

●̈
　
■
〉

”０

一
　

谷^
¨

ロ
ガ

勇．
囀
剰

田

部

原

神

阿

榊

“

札 幌 工 業

岩 見 沢 西 高

苫 小 牧 工 業 井上 一昭

二
幸
裕

彰

浩

賢
・純
和

武

川
林
山

井

藤

赤
小
中

笠

佐

夫
治
三
　
樹
公
史

清
正
慎
　
直
徳
武

山原
田
村
　
山
野
田

河
新
河
　
石
油
脇

一員

北海道1帯 広 農 業
(ヨヒ)|

“
羽  幌  高
旭 川 商 業

木

丸

高

宮

川 金沢市立工 業

沢

-39-

●

|

|

|

山田 好明 3 盛  孝雄 3 中村 吉美 3 成田 敏夫 5
鈴木 敬二 3 伊勢 寿文 2 宗広 直行 2

山田  元 3 富樫  勉 3
宮崎 隆良 3 松岡恒二郎 3

71“
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スポーツのあ とに

ヨ出
=″
鬱

トマ トジュース

・ 100%ト マト
・ ビタミンA・ Cがたつぷり

食欲増進 。疲労 イ

'言

:

スポーツのあとに……

さわやかなデルモンテ

トマトジュースをどうぞ

420″

1957
65円

40円
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,17a 県名 名校
監_チ層 1人員 名手

縄

1

1沖
|

|

|

|

|

|

業

　

業

覇

商

　

商

覇

　

部

那

　

中

郡

1 71

1   1
1 つ |

| ~ |

111

轟香
田
轟重9醤最洲摺季9姦響鶏孟t大城

一枝3

我那覇つや子 3 新里 典子 5

志村美智子 3

仲村 寛市
井上  赳

西野 洋子③ 園田 巡子 3 渡辺ケイ子 3 深田 博子 3
藤本美貴子 3 藤本美佐子 3 田中 幸子 6

7

2

本

3

2

大野 義一
池田 謙一 駅暦真:昌筆g奥

田順子2

石原 和代 0新本 正江 1

江崎 直理 1 松林千鶴子 2

西園千恵子③ 下口 厚子 5
木場 米子 2別府れい子 2

上ノ町廣子 3 高山 悦子 3

川  内  高

鹿 児 島 高

熊 本 市 立 高

信愛女 学院高

九州女学院高

別府  照

官津日出夫

南  直治

今村 敏男

島スマ子0 梶原 住江③ 石井 加代 6 矢幡
田カスミ2-ノ 宮和枝 2 野上由美子 2

1大 分|

41    1
1  1
1  1

1吉田 信之 1 71 田
|     | 1 横

1田丸 俊也 121 萩

敏子 2

扇  城  高 フサ子 6 小島 洋子 6

昭 和 女 子 高

1阪本
1野本
1池内

1松井

謙一
ら,

長頁
忠

7

1

7

2

霧奈
寿凝ス,砦呆登民羹♀ :乗暑香羹季: 山本 

啓子2

酒井つや子 3 中里 純子 3 兵働小夜子 2

柿本 彰子 5 高谷 潤子 2

岡村知津子③ 金子 玉枝③ 沖木貴美代③ 三村美千枝③
佐々木博子 6 丸山 富江 2 畠山 年子 2

前間 令子 3

谷脇 りえ
舛永 典子

③ 山

沢村 和子

子 2 阪本
子 6

6

7

長 崎1鶴 鳴 女 子 高

福  岡 門 司 商 業 高

明  善  高

高 知1土 佐 女 子 高

山頭 正之 1 7
古りll 光男 |

石川  努 13

西本 雅慈 1 2
藤原 才一
高祖 正員

長 崎 商 業

活  水  商

西気,
一』
可

高
　
業
高

東

商
南

山
　
山
山

松
　
松
松

媛愛

=原 邦吾

勝賀瀬健三  フ
岡本 久子

畠中 博義 2

子博野水スＸ
Ｚ

子
子
悦
恵

田
松̈
弘
小

③
２
３

子
子
子

節
節
文

岡
崎
下

子美由賀古ス
Ｘ
‘

子
子
や
裕

子③ 宮脇あ啓
淑
光

野
田
井

畑
和
酒

Ю
費
“
“

静
美
江
生

久
登
真

田
根
村
原

沢
曽
奥
吉

1徳
|

|

|

島1日 和 佐 高

1富 岡 東 高

1仁木 義顕
1宮本  薫
工藤賀知子

9 慧晨中羹ス72片片山明属:霙 2桝思 陽馨霙2田中やよい③

小久見加代子 5

各 善通寺第一高 津山 助一 1 7 尖実漂1灘i季9筈螢禁:季9史麗碧斡
小山ひとみ①

山 口

岡 山 橋本千代子
藤井 英夫

毛利 清志

福 山 葦 陽 高

清 水 ケ 丘 高

倉 敷 青 陵 高

山 陽 女 子 高

石井 61 岡田波留美① 馬場 恭子③ 花崎 恭子 3 吉田 真理③
l 高橋真利子 3 須田 敬子 2

津久江敏子 3 ど元三従枝 3

山 園子 3 野口 和
藤 二見 2大 山 恵

3 守山由美子 3 兼丸 宣子 2
2 三島貴美恵 2

田 定子③ 児玉 ! i■ _ ´「 3 1■_  it 3
13

2

亀
佐

　

・‥

子
子
　
祥

選 手 名 簿 (女 子)

V

V
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鹿児島

|

11

1広 島|

121 1

下 関 南 高 1中西 禎二 1 7
1         1

1    1
村上 F秋 3 渡辺 京子③ 土生 由子① 風間佐知子③
松田 ′、子③ ド1野 恵子 2 高橋 由美 2

|



ら

夏
監
コーチ 人員 名速 手″ら. 県名 名校

京燦躍 171懇進拿晨 罷風曇製 栗雷責製
横地  修 1 11 永海 照子 3       __

船江ひろみ③

纂電美縮季8 実秦1霞:筆書9 糟!貯養季: 
松田 京子③

杉谷みどり 3 沼田真里子③ 墓越 淳子①
田原 幸子 6 山本 知子 3 宮武 幸子 2

大河内力代 る

松田多美子 3 現田 和子 3

18

業田き誉季8簑泉警撃9善露
登
衰季:平山
泰子②

震岡佐益季9査
戸地最季9経栞羹緩季:西

川多佳子2

木戸口幹子 3寺村 幸子 5

楠  歳恵 5

柿本 房子③ 吉桑 啓子③ 松本 麗子 5 北条 住代 2
日上 節子 2 山上 洋子 2 山口なおこ 1

綱本 武夫

村上 博一
藩  英弘

川崎 紘平

17

佐藤 茂雄
宮本 書次
松田とみ子

14

7

16

ア

条

2昌

iR 倉 吉 西 高

局

`ヽ
∫

成

奈

天

新

　

向

大

森田ひとみ 5吉 本 英子
`

局

林   正
荒尾  窟

土山陽一郎

山西 節子

島 根1松 江 商 業

.隠  枝  高

兵 庫 神 戸 野 田 高

1松 蔭女子学園

i ffi] HiEffi

局

局

得督千魔季8蓉古曹塚農9田曹薫季9湯
浅智恵子③

奎内 蓋季9奈谷
み
暮翌 年目2象孟る 

川嶋佐和子2

|

辻田 京子 3 大橋美智子 3

7

2

兜暑事み卓9末、答
ょ
晶羹9番

1昌内
騎羹:牛馬
和子3

松尾小夜子 3 岡 紀代美 2

一ふ

1滋
|

|

|

‖;

賀 大

成 安 女 子 高

彦 根 西 高

宇治山田商業

宇 治 山 田 高

知 高蔵女子商業

東条 信
城本 棟
宮り11 洋

由
正
子

ア

一局 岡林 恒夫
高谷千恵子

花房ふさ子

田中 久雄
古川満喜子

西田 正弘

|=ニ

則
光
子

通
昭
順
墾早 盟香9 根
田
 酪季9 ゥ果 霙乱9 中

川淑子③
23

―

ユ
ー
ー
ー

ー

民
武
子
　
忠

常

啓

多
藤
藤
　
宮

本
斉
加
　
雨

静 岡1富 士 見 高

2

一局原士
ロ

山

原

影

菅

晴美③ 山田 好子③ 望月千代子 5 平野 京子 3
敏子 2 山中ゆみ子 2 長州 賢美 2

山本とし江 3 中村ひさ子 3 植田 明子 3

1岐

|

阜1富 田 女 子 高

生

洋
清

弘
史
男
　
実

孝
輝

高 岡 商 業

岡

島

谷

高

博
子
美

子
之
　
巌

久
忠

宮
本
二
松

関

藤井 幸子③ 高橋 孝子③ 安藤久美子③ 小椋けい子②
及
"I 
恵子 1 紅谷 島子 1 脇田 和子 1

大山口佳子③ 宇佐見千津子③ 木下ひろ子③ 山川裕美

沢田矢美子 3

安川ひろ子③ 吉倉 恵子③ 紺谷 光代 3 本田 順子 2
中谷 節子 2 水木 隆子 2 中村麻理子 1

谷沢三輸子 3 裕平美津子 3

井 一局
　
　
一局

勝

　

　

武

高 岡 女 子 高

- 43 -

|

司
子
子
　
雄

隆
順
佐
　
昭

美

村
野
家
　
川

岡
中
永
　
大

和歌山
|

|

|

良|

|

|

|

|

20

η

,F

%

―

‐「
判
―

―

V



県名パiο . 名校
1 
警_チ墓 1人員

選 手 名

潟 青  陵  高 阿部
佐藤
岩本

一佳
秀夫

相沢マチ子③ 金子美和子○ 近藤 泰子③ 堀川栄美子①
竹申 礼子 2 大竹由里子 2石田 康子 1

高坂  薫 3
28 江里子

新 潟 中 央 高 二十嵐明美

長 野 岡 谷 東 高 井
　
西
　
田

酒
林
河
　
和

明
弘
正
道

林  奥子③ 中島 康子③
林  鈴子 3 海沼 敬子 3

原田とし子 3 塩川美江子 3

下島 栄子 3

西 くみ子 3 小口 女子 3
矢島 豊子 2源之

圭喜長 野 西 高

伊那弥生ケ丘高

2

寺沢 順孝

1山
梨 甲 府 第 二 高 也

勝
　
等

英 7 早
洋

屋
中
古
田

Ｃ
Ｃ
苗
子
石川よし子③ 三井
斉藤史津子 2 窪田

2 上11, 澄子 2
0

甲 府 湯 田 高 2 日野原光子 3 長谷川貴子 3

神奈チ| 横浜女子商業学園 大沢 好子
一色太一郎
斉藤 寿司

奥野 主計

荒井 章次

小原志津江③

高橋 栄子 3

平口恵美子 4

石川たけ子 3

古木 美恵③ 石川
藤根 邦子 2 平田

内海実美子 3

治代 3 1ヨ 11■電子 3

京子 2
31

湘  南  高

伊 勢 原 高

示 淑 徳 学 園 高 襦
■
　
■
　

湊

了
敏
順
雄
　
先

加
中

水

′０
　
　
　

い′
一

納公美子 5 黒崎あけみ② 井上由紀子② 鈴木 華子 2
田美為子 2 武田 晴美 2

二 階 堂 高

南 葛 飾 高

野小夜子 3 小倉 典子 3

昭也 1 11 最上 君栄 3

玉
|

川 口 女 子 高 秋
治
子
　
清

光
重
妙

里十
瀬
部
　
沼

五
永
渡
　
柿

山本由紀子③ l'原真気1子③

千葉 初枝 2 沼□ 信f2
_   ■  5     _13

“ 川 越 女 子 高 ‐   _   ・  :  6      
‐    .    5

木 真 岡 女 子 高
|

男
子
エ

稔
昭
ズシ

井
本
水

遠
松
清

2     ‐.
|、 , 1
設 r2 .‐        」・  2

ミキ③
コ

群 鳴 威
子
子

栗 1京 たとりご

栗原えり子 2

二春 2
示
和

“
1新井
|

1佐藤

1西巻

威

喜平

育夫

2

2

1

佐藤

森田

西場

治千 3

澄枝 3

電子 3

政 子 3

久江 3

茨 木 大 成 女 子 高 生田目洋子 飯村ゑみ子 3
大津きみえ 2

桜井 晶子 6

鶴見 宙子 3

佐藤 節子 3

中川みや子 3 三村古美枝 3 日尻美馬代 3
人里 芳子 2

北野るり子 3

宮田のり子 3 森  〕|:子 3

石 岡 第 二 高

結 城 第 二 高

高  萩  高

飯田

横須

鈴木

子
　
登
　
仔

武

賀

千 葉 河辺
河辺
斉藤うめ

満
亨
子

2 ‐   .こ
人 j 敦子③

福 島 平  商  業

若 松 第 一 高

永井 祥一 1 71 吉田江美子①
l  l 稚名すみ子 1

夕起子③
セツ子 1

牧子 3憲一 成田よし子 3山田

f2 11嗅美生江 2
チ 1

-4-

“

日
津
　
袋

吉
新
　
薬

|

1東

|

高 1

|

|

高崎市立女子高

桐生市立商業

“
|

| 2

）
　
　
　
）

V



V

ら

バ:ο . 校 ″
「
監
_チ 1碁
 1人
員
|

名

山
″
レ 新 庄 南 高 ■

プ
ホ

悦正 71 尾上由美子③ 高橋 節子③ 須貝千代子③ 柿崎きち子②
l 早坂 照代 2 阿部 稔子 1 栗田久美子 1

"

渡辺

志鎌

剛
子
　
工

伸
京
間

城 北 女 子 高 11高橋 てる 3

11 佐藤 繁子 3鶴 岡 家 政 高 1佐藤 俊一

敬 愛 学 園 1脇坂 安隆 | ア 村越美保子③ 菊地 信子③ 柴田 浜子③ 谷藤のり子③
佐藤ツギ子 2 嵯峨 愛子 2 佐々木淑江 2

40

羽
一『 上
田 良
裕
子

大野
武内

ｒ

ニ

和

ャ

i● _ ・_」'3
‐1  1'3

子洋橋一局
ス
Ｘ

Ｚ

子
子
枝
京
美
木
藤
々
佐
佐

宮城
|

宮 域 第 二 女 武夫
正男

志田美恵子③ 坂本真理子③ 三浦 良子 3 福地 腕子 3
洋子 3 細谷 尚子 2 佐藤 洋子 2粟

　

石

野

聖 和 吉 田 '.■  、リ
―■  13 

‐
  1‐■ 3

イゴ
ｒ
ｒ 盛 岡 市 高 ■lt .良-  7 山内 十子③ 古田 幸子③ 松尾 幸枝 3 阿部賀津子 3

日向 陽子 2 向井田あい子 2 池野 正子 2

斉藤せつ子 3 藤代 初江 3

藤村 il子 3

細
星
　
加

菅

野健次郎
美知子

高
　
合百

厩

白岡

千

盛

藤 公男

原 素子

li森 弘 1竹 聖 二 小泉  洋
美濃又福治

佐藤 弘次

奈良岡il子0
相沢 ネL子 3

須藤 ネL子③ 近松 良子 3 柴田 貞子 3
43

浪  岡  高 _           5

|」

し海道
(南 )

山木 裕子 3
木1寸  ヤ子 3

谷浦久美子 3

星野ひとみ 3

山田 陽子 3

1111:t 典子 3 1¬ 木 貴
:,、後美登里 2 1チ 1,t 容

高田すみえ る

●‖: 和子 6

子 3 設楽美技子 3
子 2

“

札 幌 北 斗 高

苫 小 牧 女 高

札 幌 静 条 高

奥山 皓之

十川 千春

横山 俊之

」
[琵ゞ
旭川西高

芽  室  高

旭 川 日 大 高

1 羽  幌  高

鎌田登美夫
河野  功

高橋 昌久

佐藤 三和

十
ハ一示

浜
野
長
水

子 3
子 2
松原 勝子① 稲垣久美子③ 広瀬千賀子 2
安井 澄子 2

山口 愛子 6 樋口 悦子 3

金沢富美子 3

丹野美和子 3

1石 川 藤  花  高

金 沢 商 業

金 沢 二 水 高

津  幡  高

方
島
　
山
野
　
西
　
井

北
西
　
横
浅
　
小
　
中

匡
存
　
満
子
　
優
　
男

佳

　

　

武

71 桶作 明子③ 鉄失 清江③ 桶作 鈴子③ 渡辺 芳美③l 
山口喜美技 3 柳田外美子 3 角谷外代子 3

“

ア 木
沢
　
竹
　
森

本 サ't
口 よ
弓
子
3 福井 秀代③ 高野喜美代 2 前出多恵子 2
2 石見 洋子 2 小泉 広子 2

3 坂本 妙子 2中 子

イ也 |「 6 _■・ .■■ 3

ズし

- 45 -

手
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函 館 東 高 ‐天野 暉彦
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⑫9432

0%28
◎9527

県 営 体 育 館

金 城 高 等 学 校

金沢女子 短期大学

競技会場

イ会場

口会場

ハ会場

県名

本 部
役 員
北海道

秋 田

０

　

０

泉 中 学 校

紫錦台中学校

長 町 小 学 校

金沢美術大学

⑫ 2411

⑫7268

③7280

⑫3531

練習会場

A会場
B会場

C会場

D会場

小
立
野

いキ
錦
０
中

３
「
劇
Ｊ

ら

宿泊一覧表 (パ ドミントン競技)

旅舘名 ル・

,美
大

金
域
高

（^
）
ヽ
大
ふ Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

Ｏ

＠

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｃ

Ｇ

Ｃ

寮

多

利

う

弓

木

館

屋

星

葉

ら

川

徳

山

月

や

茂
とヽ
俎
の
宝
　
保
　
つ
谷
　
　
日
が

、
発

永

山

さ

専

柿

五

石

新

紅

か
長

山

横

三

か

取

根

川

　

媛

知

岡

崎

分

本

鵬

縄

森

阪

島

鳥

島

香

　

愛

高

福

長

大

熊

鹿

沖

青

大

徳

手

城

形

島

城

玉

木

馬

葉

　

京

梨

川

岡

知

阜

重

野

潟

山

川

井

賀

都

庫

良

山

岩

官

山

福

茨

埼

栃

群

千

　

東

山

神

静

愛

岐

三

長

新

富

石

福

滋

京

兵

奈

和

山

島

ロ

岡

広

山

①
②

③
④

寮
④

Ｏ
⑥
⑦

③
Ｏ
⑩

①
①
　

①

Ｏ

①
①
①

⑬
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●離乳食 に● お子 さまの発育促 進 に

(■)ご 主人 の スタ ミナ つ くりに● お酒

の 後 に ● 産 前 ‐産 後 に ● 美 容 に

100%天然果汁・缶入り

鳥・魚・貝料理に   カゴメチリンース
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300年の技術で培われた味

みk しようゆ

御 愛 用 お 願 い しま す

株式会社ヤマト響油味噌
本   社 金沢「IJ大野町

^TIE L(;l-125ド
(代 )

(市外局番 0762)

金沢出張所 金沢市広岡町 TEI」 61-7360
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′日`
三百年みがかれた伝統の味

株 式 会社 福 光 屋 金沢・京都伏見
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BADM:NTON

選手用最高級スチールラケ ット (フ レームのみ)
ダンロ ップスタィルに世界一の合板技術 を加へたハ タ

´

チラケ ントは,ス ピ~ド ブレーに耐 えるすば らしい弾
性 と強 力なフレームはま さにバ ドラケ ノトの逸品 です。

日本 一 の 生 産 量 をお る

羽立工業株式含稚 東京・静岡

腱
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健 康 は み ん な の もの 一
ご一 家 そ ろ っ て お 飲 み く

さヾ
』
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い

クロレラヤクル トについて、なにか

お聞きになつたことがありますか
'

たとえば
・
健康に良い_と か

~腸
が丈

夫になる |と か……。′
=く
さんのこ家

庭に毎日 1000万本以上おとどけして

いる、クロレラヤクル ト。この小さな

ビンがどう健康に良いのか、ちょっと

お話 しいたします。

嘔1石川ヤクルトKK :L'lll鵠 6'り

|〕

彎81 fJ呪含ざ:

ー
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疲れる。だるい

足が重い 。腰が痛む

肩がこる。食欲がない

目が疲れる。…・・  ず
アリナミンAで疲れ
を早 くとり、仕事に

スポーツに健康いっぱ

いでとりくんで下さい

神経痛・リウマチ・筋肉痛・糖尿病・胃下垂

fI秘・仮性近視・夜尿症・シワガレ声にも
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種  別 1 位 2 位 5

`「

30 札 幌 東 高 津   幡   高

高 1金 沢 泉
ケ 丘 高

新 潟 中 央 高

緑  ケ 丘関 東 学 院 高

第 2回 札 幌 市

allen-r(H
普通 寺 市

女 子

山 形 市
女 子 尚 綱 女 学 院 高

年度

第 回
子

951

第
66

女

男 子

女 子

男 子

札 幌 南 高

男 子

金 沢 泉 ク 丘 高

関 東 学 院 高

札 幌 星 園 高

金 沢 泉 ケ 丘 高

関 東 学 院 六 浦 高

若 松 女 子 高

開 催 地

横 浜 市

」ヒ   海   高

札 幌 南 高

聖 学 院 高

安   積   高

男 子

黒   石   高

札 幌 東 高

聖 学 院 高69 金 沢 二 水 高 1松 江  商  高

高 1着 松 女 子 高 1善 通 十 一 高フ1 板   出
1954第5回 金 沢 市

男 子

女 子

山 形 市 立 商 高

高 1自 高 1黒イi 石   高松  江  商

山 形 市 立 商 高 高 1聖 学  院  高松  江  商

前 橋 ili 、ア ク・ 1,I40 善 通 寺 一 高 敬 愛 学 園 高

金 沢 二 水 高
第6回 神 戸 市

111 陽 女 子

仙 台 市
401善 通 寺 一 高 尚 綱 女 学 院 高||1 陽 女 ●■ 高

44

′10

1956

男 子

女 子

子

女 ■́

男

女  子

聖 学 院 高

松 江 市

高 1尚 綱 女 学 院 高 1善 通 寺 一 高

高 1新40 潟   高||1 形  南  1葛

401 善 通 寺 一 高 尚 綱 女 学 院 高||1 陽  女  高
,,91111 4958 新 潟 市

り; 子

女  子

41 善 通 寺 一 高 板   出   高 敬 愛 学 園 高

431山 形 市 立 商 高 横 浜 緑 ケ 丘 高 1神
高 岡 女 子 高

戸  商  高
葛

一

．―
一

園

一

学

一

愛敬高一寺通善子女
久留 米 市

959第 会津若

960

木   高|,.

|ス男 子

男 子

女  子
松市

441山 形 市 立 商 高 1帯 広 三 条 高

松 江 商 高横 浜 緑 ケ 丘 高

山 形 市 立 商 高 1新 潟  商  f嗜

女 千
`61敬

愛 学 日 |ち 布 施 女 子 高

男 子 142
弘 前 市.■ 11・

1

真 岡 女 」
・ 高w a+ Et i';i ff

1,lζ llll 高 岡 市1962

京 都 市964

42

42

商

新 潟 商 高

圧  1有  高

|    |

1側
|

聖 学 院 高

1962
男 
「
 
“

新  潟

431高 岡 女 子 高

女 子

男 li

女 ―
「

り|「

新 潟 中央 女 子 高

帯 広 三 条 高

城 北 女 子 高

善 通 十 一 11.

秋 田 経 大 付 高

I Ll 商  高

女 子

新 潟 女 子 工 芸 高 1新  圧  南  高

1富 山 商 高 1新 潟 商 高

弘 前 市
新 潟 青 陵 高

966

女

子

北 越 商 高

態 本 市
布 施 女 子 高成 安 女 子 高

11 富 山 商 業

商  高

||1陽 女 子 高女  」1

高  1司  商  業

富  111 商  高 |li  岡

岡 女 子 高
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スボーツのあこを
スッキリじめくくるのは
コカ・コーラだけ

は だ に 汗 を感 し た 時 に 飲 む

冷 た い コ カ ・ コー ラ の 味 は

ま た格 別 。

の ど に  ′映 い刺 ,敷 を残 して

気 分 もす っ き ')し ます 。

スカッと さわやか コカ・コーラ
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(第 6回神戸大会より)栄 光 の あ と

年度 開 催 地 1種別 1参加校|

(個人戦の部)

32 位 位

955

第

６

回

↓ロ一月神

男単 | ア4 1(聖学院) 永井 栄一 |(聖学院) 北島 克英 |(四 日市農)林  七郎
女単 1 74 1(函館東) 渡辺 公子 |(尚綱女) 佐々木功子 |(善一高) 永田 豊子
男複 | ん |(聖学院)
女複 | ″ |(山陽女)

永井。小野
友野・ 権日

北島・ 吉野 |(金沢二水)北方・
小林 。三宅 |(善―高) 永田・ 藤

|(
|(

関
田

第

7

1亀 |

単

単
男
女

”

お
(山形商) 板垣 陽房 |(聖学院)
(善一高) 横井キヌエ |(山陽女)

吉野
戸口

保
ｒ
嘉
寿

聖学院) 吉野・ 福永 |(松江商) 星野・ 小日
善一高) 横井・ 井上 |(善一高) 山下。大西

〔埒東六浦)小 官 好雄
山陽女) 小林 桂子

(山形商) 板垣・ 山岸
(山賜女) 小林・ 戸田

イ‖1 台 市
男
女

)| お
お

第

８

回
松 江

男単 1 81 1
女単 1 81 1

男複 180 1
女複 1 79 1

(関東六浦)小宮 好雄 |(関東学院)中村  智 |(松江商)
(善一高) In島外茂子 |(北陸学院)長 田悠喜子 |(函館東)

平野  隆
尾関 紀子

(関東六浦)小宮・ 落合 |(閲東学院)中村・蒔田 |(松江商) 富口・今村
(善一高) |〔 1島・山下 |(善一高) 官川・野間 |(金城高) 北島・松ロ

ヽИ 第
0

回
リリ
女

男単 1 76 1
女単 | お |

(山形商)
(金城学院)

′‐i 書

1%8新 潟 市
山形南 )
金城高 )

板垣・金森
川 ・ 山崎

(

(

三浦 三作 |(奈良商工)森  晃一
間宮美紀子 |(宇治山田)伊村 博子

(山形南) 船山 。永井 |(札幌工)五味川・堀田
(敬 愛) :三森 。木村 |(善 ―高) i蔵本 。有本

単
単
男
女

お

″

　

８４

“
緑ケ丘)
善一高)

第

10

1」 |

松市津若会959
男複 1 84 1
女複 1 83 1

山形
予__
商)
高)

(

(

(

(

・ 松

善―
稲井  円I
横山 満子

玉井 治
福本 和

之
子

＜

一

＜

＜
緑ケ丘)
敬 愛 )

|1高
|`
松商)
一高)

|:〔―条・リトli
年111…
=1颯

り̈

早̈

リ
ア
ズ

女複

久留 米 市

84

“

“
81

緑ケ丘
善 ―高

〓
子
恵
文

|~
|

||■■

稲井  剛 |(神戸商)
橘 美智子 |(敬愛高)

近藤 利一
橋  奉子

(新潟商) 阿部・笠原 |(新潟高) 福島・高見
(敬愛高) 高橋・長崎 |(古原高)  関 ・内藤

弘 前 市1961
大竹・ 安沢 (山形商)
小笠原・渡辺 |(敬 愛)

“
．

一
●

緑ケ丘)
高岡女)

小 島 一平 |(富士高)
好子 |(高岡女)

藤 正勝
崎 光子

(

(

)
)

(

(
131%2高 岡 市

男

女
●
一●
　̈
Ｍ
∴
‐

82
85

本田・荒川 |(緑ケ丘) 小島・棚橋
松村 。多田 |(高岡女) 室崎・河村

裏日 光男 |

高橋とも子 |

一誠
藤 和子

(新潟商)
(善一高)

(申学院)
(新潟中央)

男

女
(新潟商)
(城北高 )

(新潟商ヽ
(女子工芸 )

(富山商ヽ
(女子工芸)

(富山商)
′布施女)

学院)
斗高)

中十寸   宏
森 幸子

1963鶴 岡 市
87
85

〈聖学院)  関
(新潟中央)後藤

・中村
・茂沢

峙  |  |
分う |    |

醤119“
 京都市

1男単 1 88 1(奈良商工)森  芳夫
1女単 1 90 1(敬  愛) 佐 木々クミ

高M商 )
に子工芸)

高岡商)

盛野 博之 |(岐阜工)

“

内 泰干 |(高岡女)
千
恵→:
雄
子

男複 ((,

女俊  90

男単 . 92
女単  89

‐
■   1  _t

. i ,. rl
(奈良商T)
(真岡女)

一
子
利
妙

沢
脇

第

ち

回

栂野尾昌一
近藤 光|`

(富 山商)
(薔 一高 )

寺前 信:と |(日大山形)沼
山本 真江 |`布施女) 才

(1支

(布
阜工)
施女)

間
木
太
湯
順次 |(官城工)
博江 |(山陽女)

宮城工
新「il南

市り|1  清
遠藤 幹子

男単 1 91
女単  92

第

ワ

回
90
9フ
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(富山商) 牛島・藤永
(新庄南) 小山・遠藤
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(緑ケ丘) 岡崎・山本 |

(高岡女) 橘  ・酒井
|

大竹 紘一 |(字治山口)伊村  隆
佐藤 弘子 |(新圧南) 小笠原詔子
森谷・ 板垣 |(帯広三条)●村。松浦
大門・伊藤 |(掛川西) 高木・天野

岡崎 恵三 |

蔵本 文子
|

永井・北村 |

蔵本・有本
|
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祝 第 18回
全国高等学校総合体育大会

米沢電気工事株式会社
金 沢 市 中 町 20 電 話 代表 ④ 5101

ニチモウ石油製品販売

自動 車 修 理及 販売

北 星 産 業 株 式 会 社
金沢市片町中央大通り 電 話 代表 63-3358
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上のシ ックな模様をご記憶 ください。 レベルを上

けた新 しい化粧品 "ス ペシァル "の シンポルです

基礎化粧品か ら整髪用まで20種そろえてあ ります

もっともっとす ぐれた化粧品をと望んでおられた

方々にお応え したハイクラスの製品です。
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ー

否
ヽ二
=
晟

片  町  店
ステーシヨン店

金 沢 ビ ル 店

北 国 ビ ル 店

富  山  店
小  橋  店

兼六園の入口に

ヘンなうどんの店が

あります
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祝昭和42年度全国高等学校総合体育大会
第18 バドミントン選手権大会

日本バドミントン協会検定合格
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北陸粟 津 温 泉

政府登録国際観光旅館
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北陸調帯製作所

金沢市長土塀1丁目15番8号

電 話 代 表 31-4147

― 得 ―

渋谷工業株式会社協力工場



“疲れ'は肝臓から 復
(肝臓保健薬〉腋薬tタミンなと14載頒給

ヂガグgyS
肝臓の働 きを高め、疲労物質 を分解 する

チオクタンSは 、疲労回復剤 と して、す
ぐれた効 きめを発揮 します。
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●肌あれ●二日酔にも!会
ど
で
す・′

ヽ

このマークの お店で

お求めください■面i■
h覇○ フツサワ薬品

ロ

れ日から
性近視へ…

学童・学生 に多い仮性近視 は、その大部分

が日頃の 目の疲労 か らおこります。

そ して仮性近視 か ら本当の近視へ……………

疲 れ日の うちに大学 ミオ ビンロ薬 をおつか

い下 さい。大学 ミオ ビンロ薬 は参天・、1葉が

新 しく開発 した仮性近視の治療薬です。

● 仮 性 近 視 の治療 と疲 れ 日に

0参天製薬

●

―

■■
Vカロ‐
■ヽバ
,ソ>
●●ヤ

ミぎ~く,
準

^

大学ミ■ビンロ華
*E=rCfEi
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包螢.45"・ 100錠・300錠

）　　　　）

財
警

軽

一
趾

V



機械工業の助演者
(縁の下 の力 もち )

ボール

ロー ラベ ア リング

ニー ドル

ピロー プ ロック

ハンド●ヽ昼ル lト

フソントン手エィン

宮岸伝導機株式会社

東洋ベアリング製造・阪東調帯ゴム・山久チェン

代 理 店

本社 金沢市本町 2丁 目1の28TE L.31-4225
富山 富 山市 田 中町 1 2 8TEL.31-5571
新潟 高 田 市 北 城 町TEL.高田4685
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ヽ

カロ  藤 片 町

TEL ④ 0948 ① 5343

し

旭

硝

子
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式

会

社

日
本

板

硝

子

株
式
会

社

岩

城

硝

子

株

式
会
社

不
ニ
サ
ツ
シ
販
売
株
式
会
社

吉

田

工

業

株

式
会
社

八
幡

エ
コ
ン
ス
テ
ー
ル
Ｋ
Ｋ

株
式
会
社

専
務
取
締
役

特
約
代
理
店

吉

藤

備

子

店

吉

藤

康

仲

金
沢
市
玉
川
町
十

一
番
十
二
号

電
話
代
表

⑫

六

二
〇

六
番
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祝 高 松 宮 杯

第10回全国高等学校バ ドミントン選手権大会

日
本
ト
ム
ソ
ン
一株
）金
沢
営
業
所

）　　　　）

金
沢
市
本
町
二
丁
目
二
番
六
号

電
話
代
表

六
三
―
二
四
五
五

ヽ´
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疲労・神経痛

5 mg
25 mg
50 mg

■■■■

^コ

治療効果を高めた活性ダブルBl構造
・ヽ ―

′

●体内吸収がよく早く強く働きます●しかも効果が
長時間、持続します●いやな臭いがまったくありません
独自の〈活性ダフウレBl構造:がもつ数 の々優秀性が高く
評価され、ノヽイーベストンは.シェーリング社(ヴ )をはじめ
33カ 国へ進出 .′

ι

活性 ビタ ミン複 合剤         ^

「b各べ■卜ご
肩こり・疲労・五十肩

神経痛 。筋肉痛・腰痛

糖尿病・疲れ目。便秘など

新 発売 健 保 適 用

）　　　　）

常
に
研
究
し
前

泄
す

る

剛
辺
製

薬

）

■ ,ベ O
このマータの
姜計 案●だ
1,で鶴 たして
おります

i:E t'E 7r!-{ >4t>

_ヽ″

薬価善
=・
1¬

「「
τ
「
面

内 l陰識治療剤 !
● フ ァ コ ツ ンは、自内障 発生 o)+,-;ii {: lS i -

5年間に亘る基礎.臨床研究の結果完成した!
数年 1

た 5,12
亘 る基 礎・ 臨 床 研 究の結果完成 し

フtル

ばフフコリン
ホ ン酸ナ トリウムを生成分 とした新 しぃ
自内障治療 、進行防 止剤 である。
包 装〕15J・ 10″×20・ lo"′×50・500″

点 日艮:夜

〈製法特許〉●〔

- 78 -

新・活に持綺型し,ヨン

几仔べ冗トツ缶

製、●発売元
日辺 製 菫 株 式 会 社

くヨ:|,aざ〉

25

●

○

250掟

ヨ■■

52

幸 諄 又 ゝ ±  ′ 本 邦 最 初 の 製 品 化  *文 献送呈 *
ガ′:プセツビ 0/新 しく登場 した

流 行性角結膜 炎の病 原体 (ア デ ′ゥィルス

8型)に直接奏効 す る化学療法剤―――→
ABOB
角サl莫保 護・ 損傷修復剤 ―

コン ドロイチ ン

の綜合効果′

●治癒日数の短縮
●角膜合併症発生率の低減
〔適応症〕
'デ
ノウイルスに起因する流行性

角結膜炎

〔包 装〕10"× 20,500″

ビJ出サイド点眼液
流行性角結膜炎治療剤

〈ABOB・ コンドロイチン製冑|｀

発売元・ゼ リア化 学株式 会社 東京都中未区日本嬌′1)拳町2■3 ●

ヽ
ハ
゛

25mg



）・　　　）

祝第10回全国高校バ ドミントン選手権大会

株式会社 辻 茂 商 店

金沢市本町1丁目1番 14号

T'EI L(田)2221

、_/
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ソフトな日あたり″
最 近 の エ ッカゥ ィス キーは特 に うま く

なっ た と云 う声 力ヽ ながって い ます 。

その秘密 は ,ス コッチ と同 じ製 法…つ
ま り (原洒 +カ フ ェ.グ レン)の ブ レ
ン トを してい るか らです。

この設備 は 日本 ではニ ッカ以外 にはあ

りませ ん。

=.y )t i * -<* -i*=t.+4i

日 ■

）
　
′　）

泉丘バツテングセンター

富 樫 町 1の 2電 話42-0250
市設グランドバス停前

喫  茶 Fフ レ ン ド
メ ト ロ 〈〓

-80-
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金沢市スポーツ専門店会加盟店

北 金 大

村 沢 島
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ポポヨS

<シオノギ製薬>

明 日の ため に

今 日ものむ

ヽ■″

ー

ヽ ″

⊂∋ 広範囲抗生物質……カプセル/シ ロップ
文 _達 呈 t F6.L6 ロンドマイシンヽ

′
ヽ methacycline hydrochloride

′
ヽ
ヽ
ヽ

ご●
７
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

Ｊ
′

こ

こ

ｌ

Ｌ

、

ｔ

ｔ

↑

ｒ

Ｆ

① :消化諄系感染症 、呼吸器系感染症 な どに
優れた治療効果が得 られる。

② :吸収が速かで、 1日 600"の 投与量て有
効であ る。 11に中濃度が長時間持続す る。

③ :胃腸 1凛害が少 く、また光線過敏症や重篤
を
`螢

身

“

:ア レ′レギー反16は ■1告 さtして t、 な tヽ

ヽ
ヽ
ヽ

′
包姜/ロ ンド,イ シン・ カプセ″‐150・,(力 0)100
カプt′レ.oン ド‐ィンン●シロッ′=lい■/“

`(ヵ価)250"′ .

健1ス =IT■■
。

「
 `1「 0‐Vlう プセルV6150

′

ヽ → → → ´

′
′
´
‐

台 糖 フ ア イ ザ ー 株 式 ■:
東 京都 中 人区 ri本 に近 2-2 TEL(272)6661人

`ヽ

た

ヽ
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万一のケガに備えて

同 和 の
スポーツ傷害保険をク

同和火災海上保険株式会社

本社 大阪市北区神明町61 TEL大阪(361)1371

日産火災海上保険株式会社

金 沢 市 高 岡 町 1番 32号

- 83 -



* qxsrx

牛 乳 の 王 様

■□〕置コリLド釧卜華L
こ く¬[ :お い し く ,肖イしもよ ヽヽ

生 きた 乳 酸 菌 と ビ タ ミン Cが タ ツ プ

理看rTィゲン鍮
● ご注 文 は お近 くの 明 治 牛乳 店 ヘ

リ

ヽ
V

耐性菌に。ノ

広範囲新抗菌物質

r‐
「
―一
― ――――‐‐1

饉′塁1理」

グラム陰陽各種細菌に対 して広範・強力な抗

菌スペク トルを有しています

抗生物質耐性菌に対 して強力な抗菌作用があ

ります

抗生物質・サルファ剤との交叉耐性が見られ

ません

毒性が少く (L D502.690mg/kgマ ウス)冨lj作

用はほとんど見られていません

‐

_ヽ′

●

ノ:ソフランlS
包  姜
●   250mg× 100錠入・250暉 ×mOit人・mm「く100え入
麟 粒 1.25gX iO02人 ■00『 500g

ヨ .応 奎

大

“

薔群・赤111菫・夫色アドウ球歯・i`血 レンサ球慮

・11炎球菌の`".本剤

`女
性株:=よ うド記の議峡■.

3性慢性
"眈
炎、急性慢性■■腎炎.細歯性赤痢 (と

く|=抗生物責耐性赤痢面.に よる赤痢)急性大鵬炎、
日掟腺炎、カタル性嘔桃炎.腺需性層籠炎、咽壼炎、
藪藤 、気書支炎、急性11人 、急性性性中耳炎、鼻

“

、
化晨性
=口
痰、菫紅

'ヽ

、世断創、控減創の感染予防。

- 84 -

富山化学工業株式会社
,■ |"11共区|」 オ橋茅4町 1の 13

`
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■
，
―、
，

１
１
，
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ヽ
‘

ン鳴噂‐
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‐ ヽ
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98%の人が満足する洋服の店.″

●  ●

11,

紳 士 服・婦 人 服

恥

らこリ （
‘

■
■
一〇
ｃし

ｒ
Ｏ

ヽ
ノ
′目「Ｊ

ｒ
ｌ
・

”回本市沢金 TEL.21-3503

▼

あ な た の

健 康 と

美 容 に は

富士ジューサーは
ミキサーもセットできます

4■ L

F___

・
イ

鸞簿

JC300D形 環全工薔 !2,500円
定籠 la 400F〕

‐

★す・・ :‐■3
ミキサーボ,ル M―

"形,■ ■■3.200円
良■3.500日

r………■
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製品をつくる 富士電機

』  |

舗籠

“

'

ジューサー

.ヨロ鬱■撃
4ιlrお .―

富 士 電 機 家 電 株 式 会 社

富 士 電 機 製 造 株 式 会 社



○

石川 トヨタ自動車株式会社
取締役社長 架: 谷  憲  治

■■
4｀ 社 金沢市中村町5丁 目50-1

電 話 大代表 @1131番
金沢市中村町5丁 目50-1

金沢市増泉町2丁 Π31

小松市向本折町午353

七尾市本府中町ル41-1

鳳至郡能都町宇出津

V
本 社 工 場

中古車センター

小 松 営 業 所

七 尾 営 業 所

能 都 事 務 所

電話代表⑫3281

電話代表②5201

電話代表②17∞

電話 (能都)388

新発売〃

軽快で丈夫 ,通気 も完全
甲の重要部 には革補強付

ス トップの完全 な特殊

、デザイン合成 ゴム底。

nitsuka

サイズ/21.5～ 27.OCm 価格//900円

響イガー A・

「

Ξントン ル
=―
ス
・・

粛 ニ リ カ 補 ゴ E糧  本社/神
「
市須
=「
i田ヨ丁3丁 日1の 3

V

¨，

び
・ク●′
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フオード.ニユーエンパイヤモータ∽特約店

各 種 国 産 中 古 車 販 売

山 光 自 動 車 (株)
社 長 越 馬 栄

金 沢 市 法 光 寺 町 口 88

輸出包装木箱及紙製品打抜加工

春 日 産 業 株 式 会 社

:■・
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話

用

‥
　
　
　
　
　
　
・，
ｒ

卜
■
●
　

　

　

　

１
，「

■
”

　

　

１，Ｆ

コ
ヽ

　

　

口
＝

Ｊ

雹

支

金

嘔

ィ

=延
L

合
う
０

０
こ

民
Ｊ

目

　

‐

‐

　́
　
　
“
喘
．　
０
‘

「
Ｊ

・
・
　
ｎ
υ

ｌ
‥

」ニ
ヽ■

⑫

⑫

晴
番
番

１

■

■
■
　
Ｒ
υ

- 87 -

.V



ミニー・ウイグ・

ヘァービース

浅 田 商 `

＾
ｔ

ｒ

全

電

BEARINCS

‐

トン

♂錮．
くヽ
ヽの,θ /

金沢市本町二丁目二番四号 TEL(63)2451

墟 ■
Ｅ
一 ③

PRODUCTS

| 
｀`

, ピ

美容けrl・ 器具

it市 ネ町1]■ 16-14
1■ 21-0‐ 13番

ヽ ´

日 本 精 工 株 式 会 社

- 88 -



株式会社 山 初 商 /ヽ■ヽ
本    社
東金沢給油所

中央給 油所

南 給 油 所

山 興 ガ ス

金沢市 小坂町北 157
ク

金沢市片町2丁 目25の 17

金沢市横 川町大 230
金沢市小坂町北 157

TEL(52)5354
′
「
El′ (52)4428

TEI′ (31)4428

T:EL(41)8811

TEL(52)5355

,V

ー

工 作 機 械・機 工 具 販 売

コンベヤー・荷役運搬機製作

本 社

ll: 場

出張所

金沢 市本町 2-5-6(電)代 31-4141

金沢 |IF示野町 イー6(電)代 62-8411

東 京、  大 阪、  名 古 屋

- 89 -

北 商 株 式 会 社
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特

約

店

ν

川

崎

製

鉄

佛

富

士

三
機
鋼
管
帥

三

機

工

業

佛

日 富 八

本 IL 幡

鋼 製 製

管 鉄 鉄

佛 齢 佛

会株
社式

南

商

店

金
沢
市
堀
川
町
四
番
二
十
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

代

②

六

一
七

一

代 表 者 大 友 佐 泰

石 川 県 金 沢 市 芳 斉 1丁 目 3番 3号
TEL 代表 ⑫ 1 3 3 1

ヽ_′
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石 川 プ レ ー+ェ 業 社

◇
橋、道 路 銘 板 ・ 砲 全 銘 板

ネームプレー ト・プラスチツクプレー ト

各種プラスチツク加エー式



ロ 今日も笑顔で頑張ろう

建設の
ヽ

社
取締役社長 奥 田 敬 和

金沢市大手町1-26 TEL(0762)31-21110

ー

91



長

長

長

長

佐

課

補

育
育
会
育
肇

‐

長

長

長

長

長

事

会

事

会

事

理
協

理

協

理

昭和42年度全国総体石川大会実行委員名簿

県 教
市  教
体  連
保 健 体

県 体 育施設管理事務所長

金 沢市教委学校教育課長

県  体  育 協  会  長
金 沢 市 体 育 協 会 長

県民運動健康増進運動委員長

金 沢 市 体 育 協 会 理 事長

県 バスケツトボール協 会 長
″

県 パ ト ミ ン ト ン

ク

県 パ レ ー ボ ー ル

ク

日本放送協会名古屋放送局長
ク 金 沢放 送 局長
″ ″ 放送部長
ク ク 編成班長

県 中 体 連 会 長
県 高 校 長 協 会 理 事 長

県 高 校 P.T.A協 議会 長
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そのままいかす 1賜lり,デ
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シャトルコックのサンパタキングは、日本で

一番古くから検定合格 している水鳥球で、七

大大会を始め全国各地の大会で使用 されてい

る世界の トップをゆく最高級品です。
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